
　日本アドバンスロール株式会社は、『地球環境保全』が人類共通の最重要課題の一つとして認識し、

持続可能な社会の実現に努め、環境に配慮したものづくりで製品の開発から製造、販売ならびに

保守・サービスをワンストップで社会へ提供する。

１.環境マネジメントシステムを構築・運用し、事業活動から生じる環境影響を考慮した環境管理活動

の継続的改善を図る。

２.環境関連法規および組織が同意するその他の要求事項を順守するとともに汚染の予防に努める。

３.環境管理活動として次の項目を推進する。

（１）環境に配慮した製品を提供するため、製品の開発および設計段階から環境負荷低減に努める

　　　とともに優れた環境技術・環境価値の拡大を図る。

（２）地球温暖化防止のため、省エネルギー化を推進するとともに重油原単位の向上を図る。

（３）資源の循環的な利用を図り、廃棄物削減に努める。

（４）環境汚染防止のため、化学物質の適正管理および大気排出量の削減に努める。

４.地域社会との共生を図り、地域環境の保全に寄与する。

５.環境教育・啓蒙を推進し、全従業員の環境意識の向上を図る。

環境方針は、定期的に見直しをする。

また、（ＪＡＲ）で働くまたは（ＪＡＲ）のために働く全ての人に周知する。
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